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序

に

か

え

て

塚
原
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に

「塚
原
村
資
料
」
（塚
原
小
学
校
所
有
）
と

「塚
原
村
沿
革
史
」
（奥
村
清

蔵
著
）
が
あ
り

、
「茶
の
ん
ば
な
し
」
や

「石
仏
調
査
」
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
史
と
し
て
時
代
や
事
項
に
つ
い
て

の
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
編
纂
さ
れ
て
い
な
い
。

市
内
の
各
地
区
の
歴
史
書
に
つ
い
て
み
る
と
、
戦
前
に
は
、
堀
岡
村
史
、
本
江
村
史
、
片
口
村
産
業
組
合
史
が
発
刊
さ

れ
て
お
り
、
戦
後
に
は
七
美
村
、
作
道
村
の
地
域
史
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
老
江
地
区
の
歴
史
、
庄
西
地
区
の

歴
史
に
つ
い
て
の
編
集
も
現
在
進
行
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
新
湊
町
の
歴
史
は
、
新
湊
史
談
会
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、

史
書
を
持
た
な
い
の
は
塚
原
地
区
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
寂
し
い
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
史
書
を
作
る
こ
と
が
現
在
生

を
受
け
て
い
る
私
達
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
後
五
十
余
年
、
大
き
く
変
わ
る
時
代
に
な
り
、
「十
年

一
日
」
の
時
代
で
も
、
「十
年

一
昔
」
の
時
代
で
も
な
く
な
っ

た
。
変
化
の
急
テ
ン
ポ
は
、
私
達
の
周
辺
か
ら
多
く
の
も
の
を
失
わ
せ
、
多
く
の
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
過
ぎ
去

っ
た
日
々

と
の
繋
が
り
を
薄
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

集
落
で
、
家
庭
で
、
語
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
も
次
代
に
語
り
継
が
れ
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
し
、
語
り
継
が
れ
た

こ
と
を
語
れ
る
人
達
も
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

戦
後
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
て
、
殆
ど
の
家
が
改
築
さ
れ
、
そ
の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
多
く
の
文
書
類
が
破
棄
さ

れ
た
り
、
燃
や
さ
れ
た
た
め
に
、
古
い
時
代
を
知
る
手
掛
か
り
も
次
第
に
失
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
多
く
の
こ
と
か
ら
、
私
達
は

、
「次
代

へ
残
す
史
料
を
集
め
よ
う
、
出
来
れ
ば
塚
原
村
の
地
域
史
を
作
成
で

き
た
ら
い
い
な
。
」
と
、
こ
の
会
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

地
区
内
に
は
、
文
書
類
や
絵
図
等
が
人
に
知
ら
れ
ず
眠
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
史
料
が
、
私

達
の

「史
料
を
次
代
に
残
し
た
い
」
「塚
原
の
歴
史
と
し
て
ま
と
め
た
い
」
と
い
う
活
動
を
推
し
進
め
る
力
に
な
る
の
で

あ
る
。
史
料
に
つ
い
て
の
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
私
達
の
活
動
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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平
成
　
九

つ 明仏縁 拝問 つ古つ
い  に起 見  い文い

せ時   時  ○せに 時
ヽ

三   三  時 つ 三 つ三  時打て三打て三
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せ  せ

八

活 こ 塚
年

動れ一原一
方か二の一
針 ら月歴月
・の一史二
案塚七の五
内原 日会 日
状の⌒の⌒
・歴火発月
会史

V足V
合の に
場勉 つ
所強 い
・会 て
資に  午
料つ  後
集い  七
めて  時
な   三
ど   o
の   分
打   s
ち
合
わ
せ

活

動

報

告

（塚
原
公
民
館
）

（塚
原
公
民
館
）

（塚
原
公
民
館
）

（塚
原
公
民
館
）

（朴
木
覚
円
寺
）

（塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館
）

（
川

口
覚

正
寺
）

（
塚
原
公
民
館
）

（塚
原
公
民
館
）
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平
成

一
〇

習 督金留 婁議 員拿 負拿 具拿
年

の⌒  の⌒ らし^間の⌒間の⌒間の⌒
聞水蒲高聞土のた火の報木の報水の報木
き
V田

木き
V聞

お
V打

告
V打

告
V打

告
V

S     Sチ |I  S    S    S
口

古川 古川 瑞川 禅宮 禅宮 会
文ロー文ロー龍ロー楽袋 楽袋 費
書

｀
二書

｀
一寺

｀
○寺

｀
九寺

｀
八に

｀
谷月

｀
谷月見谷月の禅月過禅月つ

掛昌一掛昌三学昌二過楽二去楽二い

け寺八け寺○に寺九去寺五帳寺四て

軸の日軸訪 日つの日
｀
の日

｀
の 日

な報⌒な問⌒い訪^歴報⌒年訪⌒
ど告木 ど 日て間水代告木譜問 日
にに

V拝 V に
V住

に
Vな V

つつ 見
いい

てて

午

後
七

時
三

〇

分
S

に七
つ時
い三

て○

分

午
前
九
時
～

ど
拝
見

午
後
七
時
三
〇
分
～

つ
い
て

職
に
つ
い
て午

後
七
時
三
〇
分
～

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

午
前

一
〇
時
○
○
分
～

（宮
袋
禅
楽
寺
）

（塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館
）

（
川

口
谷
昌
寺

）

（
塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館

）

（
塚
原
公
民
館
）

（
高
木
秋
生
氏
宅
）

（
塚
原
公
民
館

）

七ちい七 合七 合七 合七

時合て時 わ時 わ時 わ時
三わ 三 せ三 せ三 せ三
〇せ ○  ○  ○  ○

分⌒ 分  分  分  分
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平
成
十

一

調 調 調 調 活次
年

査 査 査 査 動回
書三書二書二書一報の一
作月作月作月作月告古月
成 成二成一成二書老二
終三 五

了日 日
七作訪○
日成問日
⌒にに_
水つつ水ノヽ

ぃぃ―

てて

○

日

（
水

）

（
木
）

（
水
）

午
後
七
時
三
〇
分
～

午
後
七
時
三
〇
分
～

午
後
七
時
三
〇
分
～

午
後
七
時
三
〇
分
～

午
後
七
時
三
〇
分
～

（
朴
木
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館
）

（沖
塚
原
公
民
館
）

（塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館

）

（
塚
原
公
民
館
）

（
塚
原
公
民
館

）

（
塚
原
公
民
館

）

（
塚
原
公

民
館
）

、 に後 てに後  後⌒つ後
つ七  つ七  七沖い七
い時  い時  時塚て時

○   O  oV o
分   分  分  分
S   s  s  s

て三  て三  三原 三   三わ

後打
七ち
時合

○せ

分⌒
S本ト
木
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一
、
青
木
山

覚
円
寺

（
一
）
覚
円
寺
由
来
書

覚
円
寺
の
開
創
は
、
お
よ
そ
八
百
年
前
に
し
て
臨
済
宗
国
泰
寺
に
属
し
、
そ
の
後
、
蓮
如
上
人
に
帰
依
し
て
改
宗
し
、
現

在
は
真
宗
本
願
寺
派
に
属
す
る
。

旧
記
に
よ
れ
ば
、
和
尚
大
徳

（開
創
者
）
は
、
二
上
山
の
麓
か
ら
三
島
野
の
庄
内
朴
野
に
隠
居
す
る
と
あ
る
。

歴
代

　

年

初
代

了
円

寛
正

元
和

宗
悟

寛
永

慶
安

二
年

⌒
一
四
六

〓

六
年

⌒
一
六

二
〇
）

一
八
年

⌒
一
六
四

一
）

一
年

⌒
王
ハ
四
ら

号
　
⌒西
　
　
歴
）

月
　
日
　
　
時

項

蓮
如
上
人
に
帰
依
し
て
覚
円
寺
創
立

（も
と
真
言
宗
）

五

・
三
二
　
蓮
如
御
影
下
附
さ
る
⌒准
如
裏
書
）

二
代

乗
専

承
応

寛
文

貞
享

二
年

⌒
王
ハ
五
三
）

五
年

⌒
一
六
六
五
）

二
年

（
一
六
八
五
）

七

。
一
三

九

・

一
九

九

。
二
八

八

・
二
〇

一　
０
　

七

六

・
一
〇

宗
祖
御
影
下
附
さ
る
（良
如
裏
書
）

覚
円
寺
上
洛
、
木
仏
本
尊
を
望
む
。

太
子
七
高
僧
を
願
い
御
礼
銀
を
納
む
。
（取
次
、
八
木
蔵
人
周
）

年
号
な
き
も
こ
こ
に
収
む
「

願
海
寺
下
覚
円
寺
宗
悟
、
衣
袴
御
免
御
印
書
を
受
く
。

（取
次
、
八
木
蔵
人
周
）

覚
円
寺
絹
袈
裟
御
免
、
願
主
乗
専

　

（取
次
、
下
間
少
進
法
眼
）

太
子
七
高
僧
絵
像
下
附
、
願
主
乗
専

（寂
如
御
裏
）

覚
円
寺
由
緒
書
上
、
寛
正
三
年
了
円
建
立
と
あ
る
。
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三
代

乗
意

正
徳

享
保

同
寛
延

四
代

乗
専

安
永

映
騰
　
同同

一
年

二

七

三

）

一
年

二

七

王
Ｏ

六
年

⌒
一
七
二
こ

三
年

（
一
七
五
〇
）

八
年

（
一
七
七
九
）

九
年

（
一
七
八
〇
）

エ
ハ

・
　

九

一

・．

一

五

・
　

七

一一一
・
一
一
一二

五
代

乗
応

六
代

乗
忍

七
代

随
念

　

　

（略
歴
別
記

八
代
～

二
十
代

（
略
）

寛

政

七
年

（
一
七
九
五
）
　

　

一
一
・
　

七

花 同

三 二 八
年 年 年

八
年

（
一
七
七
九
）
　

　

七

・
二

一

前
住
良
如
影
像
下
附
、
願
主
乗
意
　
（寂
如
御
裏
）

覚
円
寺
前
住
乗
専
寂

（推
定
九
十
才
）

宗
祖
御
絵
伝
下
附
、
願
主
乗
意

（寂
如
御
裏
）

乗
意
寂

（推
定

九
十
三
才
）

覚
円
寺
四
代
乗
専
寂

（推
定
約
六
～
七
十
才
新
発
意
映
騰
三
十
七
才

後
住
）

覚
円
寺
及
門
徒
代
表
四
名
連
名
に
て
高
岡
称
念
寺

へ
映
騰
の
後
住
を

願
い
出
る
。

覚
円
寺
新
発
意
映
騰
歿
三
十
八
才

乗
応
寂

（推
定
五
十
二
才
）

一
七
九
六
）

一
七
九
九
）

一
八

一
五
）

九

・
二
三

〓
一
。
　

四

覚
円
寺
持
浄

（十
四
才
）
氷
見
尺
伸
堂
義
霜
に
入
門
。

Ｉ

一
。
　

一
　

浄
応
弟
乗
意
没

（前
住
後
見
）

一
一
。
　

一
一　
乗
忍
寂

（
二
十
五
才
）
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二
十

一
代

青
木
深
念

　

（持
浄
）

二
十
二
代

青
木
法
道

二
十
三
代

青
木
法
静

現
住

青
木
哲
静

（
二
）
持

浄

持

浄

天
明

　

一二
年

寛
政

　

八
年

文
化
　
一
一
年

略

歴

（
一
七
八
三
）

（
一
七
九
六
）

盆

八

一
四
）

同

　

一
一
一年

２

八

一
五
）

戸
出
報
恩
寺
に
誕
生

氷
見
西
光
寺
尺
伸
堂
義
霜
に
入
門

八

・
二
八

先
住
乗
忍
之
舎
弟
、
乗
意
之
新
発
意
、
十
八
才
歿

（法
名
不
相
知
）

二

・
一
七

乗
応
、
乗
意
、

二
代

の
坊
守
、
釈
乗
誓
歿

一
一
・
二

覚
円
寺
十
七
世
先
住
乗
忍
寂

二
十
五
才

五

・

戸
出
報
恩
寺
先
住
舎
弟
随
念

（持
浄
）
朴
木
覚
円
寺
入
寺
、
住
持
相
続
、
三
十
三
才

五

・
四

覚
円
寺
養
子
新
発
意
持
浄
、
今
日
依
願
新
発
意
披
露
御
礼
相
済
、
寄
合
所
よ
り
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文
政

天
保

同

二
年

（

二
年

（

四
年

〈

同

七
年

（
一
八
一二
Ｃ

九
年

（
一
八
三
八
）

四
年

（
一
八
四
三
）

嘉
永

二
年

（
一
八
四
九
）

同 同

八
二
九
）

八
三

一
）

八
三
三
）

五

・
五

覚
円
寺
持
浄
後
住
相
続
仰
付
ら
る

五

・
五

持
浄
後
住
に
付
、
御
録
所
上
之
門
徒
―
総
門
徒
帳

一
六
六
軒

覚
円
寺
新
宝
浄
、
氷
見
西
光
寺
尺
伸
堂
義
霜
に
入
門

覚
円
寺
随
念
、
学
林
懸
籍
、
再
入
九
夏

五

・
一
八

広
如
宗
主
、
染
筆
六
条
尊
号

（五
十
代
）
を
随
念
に
下
附
さ
る
。

（取
次
　
下
間
少
進
）

四

・
八

新
発
意
浄
念
、
学
林
懸
籍

九

・

竺
宝
浄

（持
浄
の
子
）
随
聞
雑
記
を
認
む
。

随
念
、
学
林
続
籍
、
此
年
迄
入
満
、
助
教
と
な
る
。

〓
一
・

覚
円
寺

「寺
格
並
御
免
物
等
人
別
書
上
帳
」
を
認
む
。

七

。
一
四

学
林
役
所
参
事
慈
恩
、
看
護
玄
雄
、
持
浄
の
篤
学
を
御
本
殿
聞
召
さ
れ
御
召
状
を
下

さ
れ
上
京
仰
付
け
ら
る
。

覚
円
寺
新
発
意
乗
念
、
学
林
続
籍
、
八
夏

二
ｏ
六
～
　
　
　
一
一
。
一
一
～

看
護
助
教
持
浄
、
学
岸
役
所
に

「広
文
願
」
を
講
ず
。
筆
密
厳

「広
文
願
嘉
永
録
」

（水
戸
田
　
西
方
寺
蔵
）

一二
・

達
書

江
州
高
島
郡
末
寺
中
門
徒
中

へ
御
用
番
嶋
田
兵
衛
権
大
尉
よ
り
、
御
法
義
引
立
と
し
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嘉
永

　

四
年

（
一
八
五

一
）

同
　
　
五
年

（
一
八
五
二
）

姦 同 同

六
年

（
一
八
五
三
）

七
年

（
一
八
五
四
）

元
年

（
一
八
五
四
）

て
看
護
持
浄
差
向
け
ら
れ
る
。　
　
　
　
公
文
願
嘉
永
録

（水
戸
田
　
西
方
寺
蔵
）

七

・

達
書
各
通

御
用
番
下
間
少
進
法
印
よ
り
越
中
末
寺
中
門
徒
中

へ
、
戸
出
報
恩
寺
放
生
津
円
徳
寺

某
所
西
光
寺

（氷
見
か
）
学
業
引
立
と
し
て
助
教
持
浄
差
し
向
け
。

（論
田
　
願
正
寺
蔵
）

一

・

本
山
学
林
よ
り
国

（越
中
国
）
内
懸
籍
取
締
掛
仰
付
け
る
。

（金
屋
　
光
照
寺
蔵
）

九

ｏ
一
〇

持
浄
、
司
教
を
拝
命
す

寒
講
中

・
覚
円
寺
志
行

（持
浄
次
男
）
曇
華
窟
規
定
七
条
を
含
め
。

曇
華
窟
勧
学
序
を
附
す
。
持
浄
上
京

八

・
一
五

司
教
持
浄
、
勝
興
寺
対
面
所
に
て
、
御
前
講
義
筆
、
義
浄

「御
袖
須
閑
李
御
章
聴
記
」

（論
田
　
願
正
寺
）

四

。
一
二ハ

持
浄
、
学
林
副
講
に
高
僧
和
讃
を
講
ず
、
筆
義
浄

二

・
九

司
教
持
浄
老
師
、
自
坊
に
於
て
浄
土
分
類
衆
抄
大
綱
議
論

の
判
者
と
な
る
。

筆
持
玄

（覚
円
寺
）

三

・
五
～

一
五

持
浄

「御
歳
断
御
書
」
を
勝
興
寺
に
講
ず
。
筆
市
井
随
浄

（市
井
　
光
照
寺
蔵
）

（大
巖
筆
　
一
一塚
　
浄
誓
寺
蔵
）

四

・
二
〇
～
三
〇
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同
　
　
一
一年

（
一
八
五
五
）

同
　
　
一二
年

（
一
八
五
六
）

同
　
　
エハ
年

（
一
八
五
九
）

明
治

一
一〇
年

（
一
八
八
七
）

放
生
津
長
栄
寺
に
お
い
て
持
浄

「御
殿
試
間
論
題
」
を
講
ず
。
筆
義
浄

（御
殿
試
間
御
論
題
聴
記
）
黛
珊
田
　
願
正
寺
蔵
）

秋覚
円
寺
宝
浄

（随
念
子
）
経
蔵
創
建
の

「聖
教
序
」
を
記
す
。

七

・
二
四
～
八

・
三
七

計
四
十
席
今
石
動
尊
光
寺
に
お
い
て
、
正
信
謁
を
講
ず
「

「正
信
謁
安
政
録
」
含
一塚
浄
誓
寺
蔵
）

夏安
居
副
講
に

「妄
塵
還
源
観
」
を
講
じ
、
あ
と
妄
塵
還
源
観
丙
辰
講
三
巻
を
自
筆
に

て
記
す
。
（覚
円
寺
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
）

（竺
、
密
厳
筆
受
、
於
直
宗
学
岸
、
妄
鹿
還
源
観
聴
記
、
水
戸
田
　
西
方
寺
蔵
）

夏広
如
宗
主
諸
国
の
篤
学
僧
侶
を
召
し
て
学
林
に
応
試
せ
し
め
。

秋
　
　
　
　
　
ヽ

広
如
宗
主
持
浄
に
命
じ
て
、
家
臣
の
為
に
宗
祖
伝
を
講
説
せ
し
む
。

一
〇

・
一
三
　
発
京
　
一
〇

・
三
二
帰
村

一
〇

・
二
四
よ
り
風
邪
に
て
百
六
十
日
病
床
に
臥
す
。

御
伝
記
丙
辰
講
再
治
奥
書
自
筆

（覚
円
寺
蔵
）

一
・
二
八

覚
円
寺
十
九
世
乗
念

（持
浄
子
）
子
深
念
寂
四
十

一
才

晩
秋

円
徳
寺
桂
成
の
所
望
に
よ
り

「
一
、
仏
法
に
は

ｏ
・
ｏ
。
」
の

一
幅
を
書
す
。

一

一

一

。

一

一

一

一

一

持
浄
入
寂
　
七
十
七
才

八

・
一
五
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杏
山
執
行
長
日
野
沢
依
よ
り
達
し
あ
り
。

「在
生
中
後
学
教
育
の
功
不
砂
、
持
旨
を
以
て
勧
学
職
追
贈
相
成
」
と
あ
り
。

持

浄

資

料

故

贈

勧

学

職

明
治

二
十
年
八
月
十
五
日

司

教

持

浄

達

越
中
国
射
水
郡
朴
木
村

覚
　
円
　
寺

其
寺
先
代
故
持
浄
義
存
生
中
後
学
教
育
ノ
功
不
砂
候

二
付
今
般
特
旨
ヲ
以
勧
学
職
追
憎

（贈
）
相
成
候
条
此
段
相
達
候
事

明
治

二
十
年
八
月
十
五
日

執

行

長

　

　

日
　
野
　
沢
　
依

丹
　
冊

　

（た
ん
ざ
く
）

得
業
密
厳
呪
の
の
り
の
場
を
い
は
い
て

春
雨
と
ふ
り

つ
ゝ
法
に
そ
ゝ
か
れ
て

し

つ
し

つ
ふ
る
ふ
庭
の
民
草

持
浄
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得

智

千

内

物

安

於

外

（智
を
内
に
得
れ
ば
、
物
外
に
安
ら
か
な
り
）

曇

華

窟

持

浄

書

一
、
仏
法
に
は
高
か
な
し
き
に
も

か
な
わ
ぬ
に

つ
け
て
も
何
事

に
付
て
も
後
生
の
た
す
か
る

へ
き

こ
と
を
思

へ
は
よ
ろ
こ
び

多
き
は
仏
恩
な
り
と
云
々

ヽ
　

　

　

　

　

　

此
文
依
円
徳
精
舎
桂
成
賢
柄
所
望

年
七
十
八

安
政
六
年
晩
秋
日
曇
華
司
教
持
浄
書
之
、

年
七
十
七

随
念
は
全
国
各
地
に
出
向
き
修
行
し
、
心
身
に
磨
き
を
か
け
徳
を
修
め
、
そ
の
後
文
化
十
六
年

（
一
八

一
五
）
三
十
三
才

で
覚
円
寺
の
第
十
七
代
住
職
と
な
っ
た
。
持
浄
は
、
自
分
の
修
め
た
学
問
を
広
め
る
た
め
私
塾

「曇
華
窟
」
を
開
き
、
県
内

は
も
ち
ろ
ん
、
越
後
の
国
か
ら
も
門
弟
を
集
め
て
、
三
百
五
十
人
以
上
の
僧
に
仏
の
道
や
い
ろ
い
ろ
な
学
問
を
教
え
た
。
ま

た
、
勉
強
に
使

っ
た
本
が
数
千
冊
に
も
な
り
、
そ
の
識
見
の
高
さ
は
北
陸
各
地
に
響
き
わ
た
っ
た
、
時
に
は
、
片
道
を
九
日

間
か
け
て
京
都
の
本
山
ま
で
出
か
け
講
義
を
行
い
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
七
十
七
才
で
亡
く
な
る
ま
で
、
仏
の
教
を
広

め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
た
。

後
に
生
前
の
功
績
を
本
山
か
ら
認
め
ら
れ
、
「勧
学
」
の
位
が
贈
ら
れ
た
。
新
湊
市
内
で
は
、
数
少
い

一
人
で
あ
る
。
そ

の
持
浄
が
残
し
た
書
物
を
世
の
た
め
に
伝
え
た
い
と
、
経
蔵
が
建
て
ら
れ
現
在
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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公
こ

藪

波

浄

慧

事

明
治
　
九

明
治

一
〇

明
治

一
一

明
治

一
六

蹟
年

一
月

年

七
月

年

一
一月

年

明
治

一
八
～
九
年

明
治

二
〇
年

明
治

二

一
年

明
治

三
二
年

明
治

二
三
年

明
治

二
四
年

明
治

二
五
年

同同

明
治

二
六
年

八
月

同同同
　
　
九
月

明
治

二
七
年

七
月

石
川
県
勧
業
場

一
年
卒
業
。

私
費
ヲ
以
テ
高
岡
町
二
勧
業
教
習
所
ヲ
設
立
シ
、
生
徒
二
十
余
名
ヲ
教
ヘ
ル
。

射
水
郡
二
上
村
二
薫
成
社
ヲ
創
シ
、
米

・
麦

・
疏
菜
試
験
所
ノ
主
任
ト
ナ
ル
。

滝
水
薫
什
等
卜
謀
り
、
愛
護
会
ヲ
設
立
、
米
麦
作
ノ
改
良
ニ
ア
タ
リ
、
加
盟
ノ
十
数
ケ
町

村
二
農
事
試
験
場
ヲ
置
キ
、
教
師
招
聘
、
講
習
会
ヲ
開
ク
。

滝
水
薫
什
等
卜
蚕
業
振
興
ノ
タ
メ
、
桑
苗
数
万
本
ヲ
購
入
シ
、
各
村
三
分
与
ス
ル
。

私
費
ヲ
以
テ
養
蚕
伝
習
所
ヲ
藪
田
村
二
設
立
シ
、
郡
民
ノ
篤
志
者
ヲ
教
習
ス
。

射
水
郡
塚
原
村
、
藪
田
村
二
進
徳
会
ヲ
作
り
、
農
事
改
良

。
機
業

・
花
筵
業
ヲ
奨
励
、
会

員
四
百
余
名
二
達
ス
。‘

福
島
県
耶
馬
郡
北
方
町

。
猪
苗
代
町
、
其
ノ
他
村
々
ノ
蚕
糸
業
ヲ
視
察
。

愛
知

・
二
重

・
静
岡
県
ノ
産
業
視
察
。

山
口
県
ノ
産
業
ヲ
視
察
。

私
費
ヲ
以
テ
製
糸
伝
習
所
ヲ
設
ケ
教
師
ヲ
招
キ
、
工
女
ヲ
養
成
。

有
志
卜
氷
見
郡
農
会
ヲ
創
設
。

岡
山
県
磯
崎
製
筵
会
社
ヲ
始
メ
、
同
県
各
地
ノ
花
筵

・
麦
稗
真
田
製
塩
業
視
察
。

富
山
県
知
事
ヨ
リ
農
会
創
立
委
員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル
．

群
馬
県
徳
江
製
糸
所

・
栃
木
県
荒
籾
養
蚕
場

・
西
ケ
原
養
蚕
伝
習
所
等
視
察
。

桑
園
開
拓
の
実
施
調
査
ノ
タ
メ
、
那
須
野
原
ヲ
視
察
。

藪
田
村
農
会
ヲ
設
立
シ
会
長
ニ
ナ
ル
。

私
費
ヲ
似
テ
氷
見
郷
繭
品
評
会
ヲ
開
設
。
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同

明
治

二
八
年

同同

以
上
富
山
県
史
近
代
よ
り

塚
原
と
浄
慧

塚
原
地
域
は
湿
田

・
半
湿
田
の
多
い
典
型
的
な
稲
の
単
作
地
帯
で
、
農
業
の
収
入
は
米
の
売
却
の
み
で
あ
っ
た
。

日
露
戦
争
後
の
米
価
の
低
迷
は
、
農
家
の
経
済
を
苦
し
め
小
作
農
の
多
い
当
地
区
の
農
家
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
射
水

郡
に
約
六
〇
〇
〇
戸
の
農
家
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
七
〇
％
以
上
の
四
四
〇
〇
戸
に
負
債
が
あ
り
、　
一
戸
平
均
九
〇
余
円
で
、

利
子
も
年

一
割
五
分
と
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

浄
慧
は
、
射
水
郡
塚
原
村
朴
木
覚
円
寺
青
木
乗
念
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
十
七
才
で
氷
見
庄
藪
田
村

（現
氷
見
市
）
光

福
寺
に
入
寺
し
た
。
浄
慧
は
、
若
く
し
て
高
岡
の
学
塾
待
賢
室
に
学
び
、
京
都
で
研
鑽
を
積
み
、
真
宗
教
団
の
改
革
運
動
を

進
め
た
。
滝
水
薫
什
と
と
も
に
宗
教
と
産
業
の

一
体
化
を
目
指
し
、
富
山
県
農
会

・
氷
見
郷
農
会
代
表
と
し
て
東
京
の
全
国

大
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
農
事
改
良
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

農
民
に
対
し
、
米
作
の
外
塚
原
の
土
地
に
見
合
っ
た
副
業
と
し
て
、
彫
刻
漆
器
、
金
彫
刻
、
窯
業
、
杉
苗
、
孟
宗
竹
、
柿
、

牛
芳
、
胡
薙
萄
、
商
草
の
栽
培
、
畳
表
や
花
筵
、
絹
織
物
な
ど
新
し
い
農
業
改
良
技
術
の
導
入
を
進
め
、
農
村
の
活
性
化
に

力
を
注
い
だ
。
大
部
分
の
農
家
で
行
わ
れ
た
の
は
、
藁
工
品
の
生
産
で
あ
る
。
冬
の
農
閑
期
に
は
、
家
族
全
員
で
朝
早
く
か

ら
夜
遅
く
ま
で
、
草
軽

・
草
履

・
筵

・
縄
を
藁
で
作
り
明
治
末
に
銀
坊
主
を
多
く
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
良
質
の
藁
が
生
産

さ
れ
た
の
で
、
当
地
域
の
藁
工
品
は
評
価
が
高
く
、
農
家
は
現
金
収
入
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
湿
田
地
域
で
は
、
裏
作
と

し
て
商
草
の
栽
培
が
行
わ
れ
た
。

京
都
府
各
種
実
業
ヲ
視
察
シ
、
合
ハ
セ
テ
奈
良
県
下
ノ
茶
業

・
山
林
視
察
、
マ
タ
和
歌
山

県
ノ
綿
業

・
柑
橘

・
山
林

・
蚕
糸

・
製
塩
ヲ
視
察
。

石
川
県
下
ヲ
視
察
シ
、
機
業

・
製
糸

・
撚
糸

・
畜
産

・
園
芸

・
陶
器
等
調
査
。

富
山
県
農
会
評
議
員
ト
ナ
ル
．

富
山
県
農
会

・
氷
見
農
会
代
表
ト
シ
テ
全
国
実
業
大
会
二
出
席
。
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蘭
草
と
し
て
売
る
よ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
畳
表
や
花
筵
を
作
っ
た
方
が
収
入
に
な
っ
た
の
で
、
射
水
郡
蘭
筵
業
組
合
を
作

っ
た
り
、
商
筵
伝
習
所
を
作
っ
て
勧
業
に
努
め
た
。

明
治
二
十
九
年
塚
原
村
朴
木
の
舟
木
直
次
郎
は
蘭
草
苗
を
石
川
県
小
松
よ
り
取
り
寄
せ
研
究
、
結
果
は
良
好
で
米
作
よ
り

収
入
が
多
か
っ
た
。
舟
木
直
次
郎
は
花
筵
を
織
り
そ
れ
を
世
に
出
し
た
。

明
治
三
十

一
年
塚
原
村
朴
木
の
村
田
和
吉
は
、
自
宅
で
木
彫
刻
を
開
業
し
、
同
三
十
七
年
に
は
新
湊
町
佐
賀
宗
太
郎

・
竹

内
友
太
郎
が
こ
れ
に
漆
を
塗
り
彫
刻
漆
器
と
し
て
販
売
し
た
。
盆

・
硯
笛
・巻
煙
草
入
・火
鉢

・
煙
草
盆
等
そ
の
品
質
堅
牢
で

古
雅
な
る
も
の
で
珍
重
さ
れ
た
。

朴
木
焼
は
、
登
窯
で
砺
波
市
福
山
に
あ
っ
た
焼
窯
を
参
考
に
し
て
窯
築
さ
れ
た
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
富
山
県
知

事
か
ら
明
治
三
十
四
年
十
二
月
に
明
石
藤
蔵
が
許
可
を
受
け
、
こ
の
地
で
焼
き
物
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
窯
で
の
生
産
品
は
、
花
瓶
、
徳
利
で
あ
り
、
加
賀
城
下
の
骨
が
め
も
引
き
受
け
て
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

明
治
三
十
九
年
塚
原
村
朴
木
の
川
西
栄
作
、
東
京
の
某
金
彫
家
に
師
事
し
て
開
業
し
た
。

明
治
後
期
に
は
、
羽
二
重
の
生
産
が
盛
ん
で
、
蚕
を
飼
い
絹
糸
に
し
て
織
り
上
げ
た
と
い
わ
れ
る
。
覚
円
寺
前
の
村
田
長
松

さ
ん
の
家
に
大
き
な
桑
の
木
が
近
年
ま
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

村
田
善
市
さ
ん
の
家
で
藪
田
へ
花
筵
織
り
な
ど
を
勉
強
し
に
行
っ
て
い
た
事
を
記
し
た
文
書
が
あ
る
。
蘭
草
で
作
ら
れ
た

莫
産
が
あ
る

藪
波
浄
慧
は
出
生
地
の
朴
木

（塚
原
村
）
に
貢
献
、
努
力
し
た
こ
と
が
文
書
、
文
献
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
会

員
が
建
て
た
二
人
の
名
を
刻
む
顕
彰
碑
が
朴
木
公
民
館
前
に
あ
る
。

覚
円
寺
に
つ
い
て
の
今
後
の
調
査
課
題

①
覚
円
寺
の
由
来
書
の
中
で

②
了
円
と
初
代
宗
悟
と
の
一

③
和
尚
大
徳

（開
創
者
）
に

傍
線
の
物
が
存
在
す
る
か
否
か
を
調
査
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

二
〇
年
の
空
白
期
間
を
ど
う
考
え
る
か
。

つ
い
て
の
調
査
。
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二
、
高
木
山

覚
正
寺

（
一
）
高
木
山
略
縁
起

抑
々
、
当
寺
之
尋
濫
傷
、
昔
真
言
宗
而
累
代
遼
貌
之
蓮
社
也
、
俗
伝
名
伽
藍
堂
今
高
木
正
八
幡
者
即
寺
内
守
護
神
也
、
凡

従
真
言
開
起
以
来
歴
六
百
余
歳
云
々
、
中
古
為
兵
乱
悉
破
滅
而
沙
疱
、
僅
為

一
宇
穿
破
、
風
雨
壁
雖
漫
照
、
月
光
寺
中
無
絶

大
日
金
胎
之
妙
行
也
、

然
寺
主
空
応
適
、
墓
如
上
人
之
依
化
導
、
販
入
選
択
本
願
、
捨
顕
密
之
行
法
、
遁
聖
道
難
修
之
、
瞼
路
逆
悪
摂
取
趣
易
道

勧
自
他
門
徒
販
願
頂
礼
、
阿
弥
陀
仏
之
尊
像
　
蓮
如
上
人
之
従
夫
以
来
、
日
日
増
月
月
盛
也
、
御
免
御
裏
失
是
偏
他
力
弘
願

之
妙
由
、
祖
師
知
識
之
貞
徳
也
故
、
尽
未
来
際
無
断
絶
也
、
傍
先
祖
改
遺
跡
如
斯
、

不
次、

外
時
宝
暦
十
二
午
歳
南
呂
下
旬

そ
も
そ
も
、
当
寺
の
始
ま
り
は
真
言
宗
で
、
遥
か
昔
か
ら
累
代
、
そ
の
連
社
で
あ
っ
た
。
正
八
幡
を
守
護
神
と
し

て
い
た
。
真
言
開
基
よ
り
六
百
年
余
り
と
い
わ
れ
る
。
中
古
の
戦
乱
に
よ
り
、
伽
藍
は
壊
れ
草
原
に
な
っ
て
し
ま
い

一
宇
だ
け
残
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
風
雨
に
曝
さ
れ
破
れ
屋
と
な
っ
た
。
月
光
寺
と
い
い
、
金
胎
の
行
に
従
っ
て
い

た
。
寺
主
空
応
の
時
、
蓮
如
上
人
に
帰
依
し
、
顕
密
の
行
を
捨
て
、
他
力
本
願
を
選
ん
だ
。
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
、
似

来
日
々
月
々
に
寺
が
復
興
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
も
他
力
弘
願
の
妙
で
あ
り
祖
師

の
徳
で
あ
る
。
先
祖
以
来

の

由
緒
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

時
宝
暦
十

二
年
八
月
下
旬

5-

当
寺
住
職
次
第
　
空
応
　
慶
祐
　
慶
仁
　
慶
受
　
慶
善
　
全
以
　
全
照
　
恵
春
　
義
応
　
妙
意
　
大
恵
　
佳
　
　
新
発

諦
成
　
乗
誓
　
恵
往
　
瑞
恵



沙
門
慶
応
敬
白
、
仰
願
殊
請
蒙
、
貴
賤
男
女
助
成
而
再
建
、
高
木
山
之
霊
地
再
建
等
勤
行
二
世
安
穏
之
大
利
、
夫
以
導
師
御

釈
真
如
広
大
、
火
宅
無
辺
、
文
雖
有
生
因
、
仏
性
之
仮
名
、
煩
悩
之
妄
厚
覆
蒙
難
無
明
業
障
之
峰
、
以
本
有
霊
月
幽
而
、
末

顕
三
毒
五
欲
大
虚
痛
哉
、
仏
日
早
来
没
、
生
死
流
転
、
街
冥
冥
也
、
日
負
恩
違
義
無
、
有
報
償
之
心
、
貧
窮
困
乏
不
能
、
復

得
華
較
縦
奪
放
恣
遊
散
串
数
唐
得
用
自
賑
給
、
溺
酒
溺
色
無
義
無
礼
、
悪
心
増
盛
也
、
豊
是
免
閻
魔
工
業
鏡
獄
卒
之
責
乎

愛
不
肖
適
遂
産
黒
河
不
思
議
之
宿
有
縁
、
今
当
寺
為
住
職
、
雖
飾
法
衣
悪
業
猶
遅
、
不
思
仏
祖
広
大
之
深
恩
悲
哉
、
再
販

三
塗
火
護
、
長
廻
四
生ヽ
之
苦
輪
、
是
故
大
聖
隠
於
西
化
遥
三
千
余
歳
、
隔
山
海
万
億
道
、
此
雖
生
日
、
城
数
千
軸
之
経
巻
者

西
天
同
豊
不
絶
喜
乎
、
軸
軸
明
仏
種
、
随
縁
至
誠
無
不
倒
菩
提
也
、
不
妄
逢
応
開
弘
願
大
悲
之
本
誓
、
他
力
信
心
法
　
祖
知

識
、
逢
勧
戒
喜
教
化
、
喜
中
悦
、
覚
無
量
生
死
重
昏
、
元
上
妙
果
之
彼
岸
也
、
是
故
不
肖
無
常
勧
門
落
涙
、
勧
門
徒
共
、
為

住
安
楽
之
宝
蓮
、
夫
高
木
山
者
、
本
真
言
之
霊
場
而
、
数
世
金
胎
両
部
汲
奥
義
、
累
代
遼
貌
之
蓮
社
也
、
中
古
為
兵
乱
破
壊

秒
茫
而
僅
為

一
宇
、
穿
破
風
雨
壁
、
霊
月
漫
照
院
裏
、
呼
悲
哉
、
然
其
後
販
入
浄
土
真
宗
、
以
来
凡
十
世
也
、
不
肖
希
為
住

職
、．
末
調
寺
中
頗
多
也
、
故
今
再
興
大
誓
也
、
尚
ク
ハ
遠
近
里
氏
維
素
合
心
垂
助
成
、
昔
上
宮
王
子
為
玉
フ
木
請
馳
数
万
之

馳
、　
一
夜
穿
堀
者
通
路
自
在
也
、
熟
機
合
心
無
不
成
事
、
王
子
西
方
救
世
大
士
而
富
貴
也
、
不
妄
下
里
巴
人
而
五
欲
縛
地
之

愚
凡
也
、
雖
然
所
願
者
三
宝
之
霊
、
豊
虚
乎
、
誠
縁
覚
施
乾
飯
、
早
女
者
尊
貴
之
感
果
報
、
匿
王
施
三
銭
ハ
功
徳
九
十
却
、

感
天
果
余
報
、
得
方
六
丁
金
、
不
妄
雖
為
底
下
凡
夫
、
身
飾
法
衣
為
無
信
似
鶏
鵡
、
口
述
如
来
之
金
言
也
ハ
有
□
施
主
功
能

何
不
疑
乎
、
故
名
祠
堂
、
満
足
対
願

一
年
七
日
七
夜
為
修
業
法
会
令
絶
末
代
也
、
唯
□
平
安
楽
真
門
之
台
、
働
勧
進
之
趣
蓋

如
斯
、

外
時
明
和
五
子
歳
正
月
中
旬

十
世
住
　
牛
谷
料
侍
沙
門
　
釈
恵
応
　
敬
写

寛
永
六
年
寅
五
月
上
旬十

一
世
住
　
林
応
沙
門
　
　
釈
恵
明
　
拝
見

（十
世
住
　
釈
恵
応
は
、
沙
門
慶
応
敬
自
の
慶
応
で
、
当
寺
住
職
次
第
の
恵
往
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
）
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（　一　一　）

本
山

開
祖

創
立

覚
正
寺
由
来
に
つ
き
書
き
上
げ

石
川
県
下
越
中
国
第
四
区
小
四
区
射
水
郡
川
口
村
四
十
二
番
地
所

真
宗
東
派
覚
正
寺

京
都
府
下
下
京
第
二
十
区
常
葉
町
東
派
本
願
寺

空
応

ヽ
但
同
郡
村
　
姓
名
不
詳

年
号
千
支
等
相
知
不
申
、

当
寺
ノ
濫
傷
、
真
言
宗
ニ
テ
累
代
金
胎
之
行
ヲ
修
シ
、
宇
伽
藍
堂
今
高
木
正
八
幡
者
、
即
寺
内
ノ
護
神
、
月

光
寺
卜
称
シ
凡
真
言
宗
開
基
ヨ
リ
三
百
余
歳
ヲ
径
テ
、
空
応
法
師
、
蓮
如
上
人
之
化
導
ニ
ヨ
リ
テ
顕
密
ノ
行

法
ヲ
捨
テ
、
選
択
本
願
逆
悪
摂
取
之
願
海
二
入
シ
、
阿
弥
陀
仏
ノ
尊
像
ヲ
頂
戴
、
蓮
如
上
人
自
ラ
御
裏
二
覚

正
寺
卜
御
免
被
成
下
、
中
古
兵
乱
為
二
悉
破
滅
ス
、
当
寺
遺
跡
如
斯
、

当
寺
の
始
め
は
真
言
宗
で
、
累
代
に
亘
っ
て
金
胎
の
行
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
高
木
正
八
幡
は
、
寺
内

の
護
神
で
、
月
光
寺
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
真
言
宗
開
基
か
ら
三
百
年
余
り
た
っ
た
空
応
法
師
の
時
に
、

蓮
如
上
人
に
帰
依
し
、
真
言
宗
か
ら
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
ま
し
た
。
蓮
如
上
人
か
ら
阿
弥
陀
仏
像
を
い
た

だ
き
、
そ
の
裏
に
覚
正
寺
と
書
か
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
寺
号
と
し
ま
し
た
。
中
古
の
時
に
兵
乱
の
た
め
に

月
光
寺
の
伽
藍
は
、
こ
と
ご
と
く
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
寺
の
由
緒
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
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、
本
尊

、
堂
宇

阿
弥
陀
仏
立
像

本
堂
　
四
十
四
坪

経
蔵
　
エハ
坪

行
基
菩
薩
御
作

庫
裏
　
五
十
九
坪



、
じ
ゅ
う
宝
物
　
　
仏
貫
代
画
像
　
　
御
裏
不
詳

、
寄
附
物
　
羅
綱
、
須
弥
檀
尉
、
中
尊
卓
、
花
車
花
、
金
灯
籠
　
本
尊
両
輪
灯
、

同
三
具
足
、
御
代
前
三
具
足
、
太
子
高
僧
前
三
具
足
、
香
盤
ニ
ツ
、

二
張
り
、
錦
地
打
敷
四
枚
、
御
経

一
部
、
御
伝
抄
上
下
三
巻
、

、
現
境
内
地
　
一二
百
四
十
六
坪
五
分

貢
米
八
斗
六
升
六
合
三
夕

受
地
内
訳

墓
地

五
千
六
十
六
番
　
　
　
一二
畝
七
歩

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
六
十
七
番
　
　
　
一
畝
三
歩

五
千
六
十
八
番
　
　
　
四
畝
歩

五
千
六
十
九
番

ヽ
　

四
畝
二
十
四
歩

五
千
七
十
番
　
　
　
　
十
七
歩

五
千
七
十

一
番
　
　
　
一
一畝
十

一
歩

田
畑
、
山
林
無
之

（田
畑
、
山
林
は
あ
り
ま
せ
ん
）

、
檀
家
　
　
八
拾
戸

、
住
職
　
　
明
治
四
年
辛
未
十
月
十
七
日
被
申
渡

教
導
職
試
補
　
明
治
八
年
九
月
十
八
日
申
付

右
之
通
り
相
違
無
御
座
候
也
、　
　
　
　
　
　
　
右
寺
住
職

明
治
十

一
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
導
職
試
補
　
一
一山
深
正

当
六
月

檀
家
総
代

五
具
足
、
開
山
前
両
輪
灯
、
同
卓
、

平
撃
、
土
香
炉
、
御
仏
具
三
ツ
、
紫
幕

長
朔
寺

長
朔
寺

柳
豊
次
郎

高
井
源
四
郎

自
運
寺

中
島
与
助
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三
、
古
老
に
聞
く

（
一
）
川
口

院
内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
金
銅
仏
阿
弥
陀
仏
如
来
像

釜

清
八
氏
専

こ
の
阿
弥
陀
仏
如
来
像
は
、
川
回
の
院
内
と
い
う
地
名
の
田
圃
か
ら
発
掘
さ
れ
た
金
銅
仏
で
大
き
き
は
約
三
寸
位
、
年
代

は
約
八
百
年
前
の
仏
像
と
思
わ
れ
る
。
正
確
に
は
仏
像
に
詳
し
い
専
門
家
の
鑑
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
発
掘
さ
れ
た
阿
弥
陀

仏
如
来
像
は
、
四
百
五
十
年
前
の
朝
鮮
製
の
も
の
と
思
わ
れ
る
甕
の
中
に
古
銭
と

一
緒
に
入
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

掘
り
出
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
円
徳
寺
よ
り
明
治
三
十
年
ご
ろ
に
譲
り
受
け
今
日
ま
で
金
家
に

伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

院
内
の
地
名
は
、
昔
か
ら
院
内
畑
と
言
っ
て
稲
積
家

（床
屋
）
の
後
方
で
地
面
の
比
較
的
高
い
所
で
あ
り
、
音
の
住
居
跡

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
院
内
と
い
う
地
名
は
、
昔
か
ら
寺
と
の
深
い
関
係
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
川
回
の
覚
正
寺
や

法
渡
寺
等
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
今
後
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

諏
訪
木
神
社

？
わ
の
こ

の
元
朝
祭
と
祭
礼
に
つ
い
て

川
日
の
元
朝
祭
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
が
浄
土
真
宗
の
高
木
山
覚
正
寺
と
総
洞
宗
の
谷
昌
寺
が

一
緒
に
掲

文
を
読
ん
で
新
年
の
祝
詞
を
あ
げ
て
い
る
。
神
仏
混
滑
の
時
代
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
全
国
的
に
も
非
常
に

珍
し
い
形
態
を
と
っ
て
い
る
元
朝
祭
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
木
山
覚
正
寺
御
堂
左
端
に
は
高
木
八
幡
宮
の
御
神
体
が
安
置
さ
れ
て
あ
り
、
近
年
ま
で
祭
り
に
な
る
と
高
木
秋
生
宅
よ

り
赤
飯
を
蒸
し
て
御
神
体
に
御
供
え
し
覚
正
寺
住
職
に
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
神
仏
混
清

の
足
跡
が
あ
つ
た
。

ま
た
、
諏
訪
木
神
社
は
、
大
正
九
年
四
月
十
三
日
に
高
木
八
幡
宮
と
神
明
社
が
合
祀
執
行
さ
れ
神
社
名
を
諏
訪
木
と
改
称
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し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
‐

川
口
の
祭
り
は
、
明
治
十
八
年
頃
の
記
録
に
は
春
季
大
祭
は
四
月
十
四
日
秋
季
大
祭
は
九
月
六
日
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
に
塚
原
村
が
発
足
し
た
時
、
当
時
塚
原
六
ケ
村
で

一
番
格
式
の
高
い
宮
を
持
つ
川
回
の
祭
礼
に
合

わ
せ
、
今
日
の
春
祭
は
四
月
十
四
日
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
れ
ぞ

れ
祭
り
を
行

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
秋
季
大
祭
に
つ
い
て
は
、
こ
の
射
水
野
地
区
は
九
月
六
日
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
大
島
町
の
北
野

・
若
杉
等
の
地
区
が
今
日
で
も
十
月
六
日
に
秋
祭
り
を
行
っ
て
お
り
、　
一
か
月
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
六

日
と
い
う
共
通
し
た
秋
祭
り
の
何
ら
か
の
い
わ
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

今
日
、
秋
季
大
祭
は
十
月
十
四
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
十
四
日
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

た
ぶ
ん
収
穫
期
の
時
期
や
道
神
社
等
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
春
季
大
祭
に
は
道
神
社
、
秋
季
大
祭
に
は
西
宮
が
担
当
し
祭
礼
を
行
っ
て
い
る
。

塚
原
村
に
関
す
る
資
料

霰
帯
刀
嘉
之
助
氏
所
専

塚
原
村
役
場
の
関
係
文
書
は
、
高
井
源
四
郎
さ
ん
の
蔵
に
あ

っ
た
も
の
の

一
部
を
故
帯
刀
嘉
之
助
氏
が
保
存
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
、
塚
原
の
明
治
時
代

の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
末
永
く
大
切
に
保
存
し
、
今
後
、
調
査
研

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
、
租
税
の
項
目
等
か
ら
今

の
時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
魚
釣
り
を
生
活
の

一
部
と
し
て

生
計
を
た
て
て
い
た
こ
と
が
記
帳
し
て
あ
る
な
ど
、
当
時

の
生
活
実
態
や
ど

の
よ
う
な
家
屋
が
あ

っ
た
の
か
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

「庄
川
河
川
大
改
修
と
河
川
敷

の
開
墾
」
及
び

「北
海
道

へ
の
移
民
に

つ
い
て
」
は
、
今
後
の
調
査
研
究

の
対
象
と
し
て
取

り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
お
り
、
塚
原
地
区
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
関
係
資
料
が
あ
れ
ば
提
供
及
び
情
報
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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⌒

V

本卜  本ト

木  木
焼

と

木

工
品

朴

木

焼

は
砺
波

の
福

山

に
あ

っ
た
窯

（
登
窯

）

に
な

ら

っ
て
明

石
藤
造

氏
が
造

り
、

明
治

三
十

四
年

富

山

県
知

事

の
許

可

を
得

て
朴
木

で
焼

き
物

を
始

め
た

も

の
で
あ

る
。

入
り

回

の
窯

は
袋

窯

で
八
畳

ほ

ど

の
大

き

さ
、

そ

の
次

が

第

一
の
立
窯

、
第

二
の
立

窯

は
立

っ
て
い

て
煙

り
抜

き
が

つ
い
た
も

の

で
あ

る
。
焼

き
物

を
造

る
粘
土

は
、
す
ぐ

前

の
田
圃

の
在
家

（
字
名
）

か
ら
採

っ
て
い
た
。

こ

の
窯

で

の
生

産

品

は
、

花
瓶

、
徳

利

、
壺

、

な
ど

で
あ

り
、

加
賀

城

下

の
骨

甕

も
引

き
受

け

て
出

荷

さ

れ

て
い
た
。
場

所

は

現
在

明

石
直
機

住

宅

の
敷

地

に
な

っ
て
い
る
。
窯

の
構

築
費

は
、
約

百

石

の

米

価

（
当
時

の
米

価

一
石
十

一
～
十

二
円
）

に
相

当
し
た

と
言
う
。

明
治
時
代

、
神

楽

川
沿

い
に
朴

ノ
木

が
高

嶋

川
合

流
点

か

ら
大

用

⌒お

お

よ
）
の
方

ま

で
植

え

て
あ

っ

た

。

そ

の
朴

ノ
木

を
利

用
し
当
時

か

ら
木

工
品
が
造

ら
れ

て
い
た

。
木

工
品
は

ア

メ
リ
カ

ヘ
の
輸

出

用

で
あ
り
、

シ
カ
ゴ

で
博
覧
会

が
あ

っ
た
と
き
出
品
さ
れ
た
。

昭
和
十

一
年

四
月
、

満

州

と

日
本

と

で
行

き
来

が
盛

ん

に
な

る
だ

ろ
う

と
、
富

山
市

で
日
満
産

業

博

覧

会

が

開

か
れ
、

日
本

と
満

州

の
特
産

品

の
展

示
が

あ

り
、
赤

い
鯛

（
漆

塗

り
）

も
出

品
さ
れ
、

当
時

と
し

て
は
立
派
な

も

の
と
し

て
注

目
を
集

め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐́

木

工
品

は
明
治

三
十

一
年

村

田
和
吉
、

和
助

兄
弟

が
習

っ
て
き

て
、
自
宅

で
行

い
新

湊
佐

賀
宗

太

郎

が

こ
れ

に
漆

を
塗

り
彫
刻

漆

器

と
し

て
販
売

し
た
。
盆

・
硯
笛

（す
ず

り
ば

こ
）
。
火
鉢

ｏ
煙
草

盆

な
ど

を
生
産

し

て
い
た

。
舟

木

忠
道

、
東

田
道

夫

氏

が

そ

の
伝

統

を
受

け
継

い

で
い

る
。
東

田
氏

は
伝

統

工

芸

士
と
し

て
承
認

を
受
け
、
現
在

も
行
わ
れ

て
い
る
。
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（三
）
沖
塚
原

福
祷
社

大
島
村
史

（大
島
村
役
場
、
昭
和
３
８

ｏ
９

・
３
０
発
行
）
六
八
四
ペ
ー
ジ
に
、

正
徳
年
間
の

「社
号
帳
」
に
、

『福
戸
社
』
は
、

「神
社
明
細
帳
」
で
は
、

『福
祷
社
』
と
な
っ
て
い
る
。

と
、
今
開
発
の
福
戸
社
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
近
ぐ
で
は
、
小
杉
三
ケ
に
二
社
、
沖
塚
原
村
に

一
社

『福
戸
社
』
が
あ
る
。

と
、
述
べ
て
い
る
。

沖
塚
原
の
明
治
七
年
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
地
券
交
付
の
た
め
の
御
田
地
取
調
帳
の
畑
に
つ
い
て
の
箇
所

に
、
福
戸
社
横
と
し
て
書
き
、
歩
数
ど
そ
の
地
の
所
有
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
畑
の
所
有
者
の
家
が
、
そ
の
畑
に
隣

接
し
て
お
り
、
そ
の
地
は
、
現
在
の
神
明
社
の
東
側
に
相
当
す
る
。

『福
戸
社
』
の
御
祭
神
は
、
大
名
牟
遅
神

（お
な
む
ち
の
か
み
）
で
あ
る
。
出
雲
系
の
御
祭
神
で
、
大
巳
貴
命
と
も
書

か
れ
る
神
で
あ
る
。

福
戸
は
、
ふ
く
べ
と
も
読
ま
れ
、
ふ
く
べ
と
は
瓢
箪
の
こ
と
で
、
水
に
な
か
な
か
沈
ま
ぬ
こ
と
か
ら
、
霊
が
宿
る
も
の

と
し
て
信
仰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ふ
く
べ

（瓢
箪
）
は
、
水
の
神
の
暴
威
を
防
ぐ
力
が
あ
る
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
沖

塚
原
の
地
名
に
ふ
さ
わ
し
い
神
社
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

沖
塚
原
の
神
明
社
に
は
、
神
明
社
の
御
祭
神
の
大
日
如
来
像

（天
照
皇
大
神
の
本
地
垂
述
）
と
観
音
像

（自
山
社
の
菊

理
媛
命
）
の
二
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
福
戸
社
の
御
神
体
と
思
わ
れ
る
も
の
は
現
存
し
な
い
。

福
戸
社
は
明
治
七
年
に
神
明
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
券
取
調
帳
に
記
載
さ
れ
た
以
後
に
な
く
な
っ
て
、

そ
の
後
俗
称
の
字
福
戸
社
横
も
消
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ダ

ン
ト
場

ダ
ン
ト
場
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
集
落
の
北
東
に
あ
る
。
そ
の
場
所
は
、
百
坪

（三
二
〇
平
方
米
）
前
後
で
、
土
地
の
周

囲
に
墓
が
あ
り
、
中
央
部
は
、
空
地
と
な
り
雑
木
が
自
然
の
ま
ま
育
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ト
場
は
、
ら
ん
と
う
場
、
書
き
替
え
る
と

「卵
塔
場
」
が
転
訛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
卵
塔
場
と
は
、
火
葬
場
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
墓
が
多
く
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
言
葉
の
由
来
も
う
な
づ
け
る
。

沖
塚
原
の
集
落
の
形
成
は
、
西
南
の
比
較
的
標
高

（
二

ｏ
六
メ
ー
ト
ル
）
の
あ
る
所
か
ら
始
ま
り
、
順
次
北
と
西
へ
広

が
っ
て
い
っ
て
Ｌ
形
の
集
落
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ダ
ン
ト
場
で
死
者
を
火
葬
に
す
る
時
、
そ
の
煙
が
北
東
や
北
の
風

が
吹
い
て
も
、
余
り
集
落

へ
の
影
響
が
無
か
っ
た
が
、
集
落
が
東

へ
伸
び
て
ダ
ン
ト
場
の
南
西
か
ら
南
に
か
け
て
家
が
建

つ
よ
う
に
な
る
と
特
異
な
臭
い
の
あ
る
煙
が
、
そ
れ
ら
の
家

へ
吹
き
込
む
こ
と
に
な
り
、
迷
惑
と
い
う
こ
と
で
、
後

（火

葬
が
普
遍
化
す
る
明
治
の
初
期
と
推
定
）
に
集
落
の
南
束
の
箇
所

へ
移
転
し
た
。
こ
の
火
葬
場
は
、
耕
地
整
理
の
際
に
無

く
な
り
、
現
在
は
農
地
に
な
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ト
場
に
、

「キ
ン
グ
ン
サ
マ
の
墓
」
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
所
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
明
確
で
な

い
。
キ
ン
グ
ン
を
勤
王
方
の
武
士
と
す
る
人
が
あ
る
が
、
キ
ン
ゲ
ン
を
公
卿
と
す
る
説
も
あ
り
、
牧
野
に
流
浪
し
た
宗
良

親
王
の
側
近
の
者
の
墓
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

ハ
カ
ン
ド

石
黒
信
由
の
絵
図
に
、
現
在
の
大
島
町
中
野
か
ら
寺
塚
原
と
沖
塚
原
の
間
を
抜
け
、
松
木
を
抜
け
て
放
生
津
町
を
通
る

浜
海
道
に
至
る
道
が
書
か
れ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
道
の
周
辺
の
沖
塚
原
の
田
地
を

「
ハ
カ
ン
ド
」
と
呼
ん
で
い
た
。

浜
海
道

へ
の
間
道
と
い
う
こ
と
が
、
浜
間
道

（は
ま
か
ん
ど
う
）
と
呼
ば
れ

「は
か
ん
ど
う
」
そ
し
て

「
ハ
カ
ン
ド
」

に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
門
町
水
戸
田
に

「ヤ
カ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
る
。
山
間
道

（や
ま
か
ん
ど
う
）
を
そ
う
い
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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付
録

塚
原
に
関
す
る
資
料

◎

帯
刀
氏
所
有
文
書

一
、
明
治
参
拾
六
年
度
国
税
金

（田
租
）
収
納
簿
、
二
、
明
治
参
拾
六
年
度
授
業
料
徴
収
台
帳
、
三
、
明
治
参
拾
六
年
度

県
税

（戸
数
割
）
収
納
台
帳
、
四
、
明
治
四
十
年
度
国
税
金

（田
租
）
収
納
台
帳
、
五
、
明
治
四
十
年
度
県
税

（戸
数
割
）

収
納
台
帳
、
六
、
明
治
四
十
年
度
県
税

（地
租
割
）
収
納
台
帳
、
七
、
明
治
側
十
年
度
村
税
地
価
割
賦
課
台
帳
、
八
、
明
治

四
十
年
度
村
税
戸
別
割
賦
課
台
帳
、
九
、
明
治
四
十
年
度
国
税

（所
得
税
）
収
納
簿
、　
一
〇
、
明
治
四
十
年
度
国
税

（郡
村

宅
地
雑
地
租
）
収
納
簿
、　
一
一
、
明
治
四
十

一
年

（塚
原
村
会
）
原
案
、
明
治
四
十

一
年
度
県
税
戸
数
割
賦
課
額
等
級
案
塚

原
附
明
治
四
十

一
年
度
歳
入
出
予
算
案
、
塚
原
村
明
治
四
十
年
度
歳
入
出
決
算
表
、　
Ｉ

一、
明
治
四
十

一
年
営
業
台
帳
除
去

簿

（明
治
四
十

一
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
記
入
）
、　
三
二
、
明
治
四
十
年
度
村
税
営
業
割
賦
課
台
帳
、　
一
四
、
県
村
税
賦
課

用

一
人
別
田
畑
地
租
額
調
査
簿
、　
一
五
、
明
治
四
十
三
年
度
村
税
地
価
割
賦
課
台
帳

（田
畑
ノ
分
）
、　
三
ハ
、
明
治
四
十
三

年
度
督
促
手
数
料
徴
収
簿
、　
一
七
、
明
治
四
十
三
年
度
県
税

（戸
数
割
）
収
納
台
帳
、　
一
八
、
明
治
四
十
三
年
度
村
税
戸
別

割
賦
課
台
帳
、　
一
九
、
大
正
四
年
度
国
税
金

（所
得
税
）
収
納
簿
、
二
〇
、
大
正
四
年
度
国
税
金

（自
家
用
醤
油
税
）
収
納

簿
、
二
一
、
大
正
四
年
度
手
数
料
徴
収
台
帳
、
三
二
、
大
正
四
年
度
収
入
簿
、
二
三
、
大
正
四
年
度
県
税

・
村
税

（戸
数
割
）

併
記
収
納
台
帳
、
二
四
、
大
正
四
年
度
県
税

・
村
税

（其
他
土
地
々
租
割
）
、
二
五
、
大
正
四
年
度
国
税

（畑
、
雑
地
租
）

収
納
簿
、
二
六
、
大
正
四
年
度
物
品
購
入
決
裁
簿
、

◎

岡

部

家

文

書

　

（新
湊
市
教
育
委
具

屏

こ

一
、
明
治
二
十
九
年
度
塚
原
村
決
議
書
綴
、
二
、
明
治
三
十
年
度
塚
原
村
決
議
書
、
三
、
明
治
三
十
二
年
度
塚
原
村
決
議

書
、
四
、
川
口
村

・
宮
袋
村
共
有
地
打
立
並
二
合
盛
帳
、
五
、
庄
川
改
修
に
掛
り
川
口
村

・
宮
袋
村
入
会
地
内
収
用
土
地
品

物
取
調
記
録
帳
、
六
、
川
口
村

・
宮
袋
村
入
会
地
年
度
決
算
万
雑
差
引
受
払
帳
、
七
、
村
方
万
雑
費
受
払
帳
、
八
、
牧
野
用
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水
八
百
野
下
流
人
夫
控
書
、
七
、
日
村

ｏ
宮
袋
村
入
会
地
ニ
ケ
半
地
租
額

一
人
別
帳
、
八
、
免
有
地
等
川
敷
決
定
記
録
帳
、

九
、
明
治
四
十
三
年
度
河
敷
使
用
料
領
収
書
、
九
、
明
治
四
十
三
年
度
諸
人
夫
並
出
物
金
取
替
帳
、　
一
〇
、
明
治
四
三
年
度

牧
野
用
水
万
造
調
帳
、
一
一
、
明
治
四
十
四
年
度
牧
野
用
水
下
流
排
水
土
盛
人
夫
控
書
、
〓

一、
七
ケ
用
水
水
門
作
料
書
付
、

一
三
、
牧
野
用
水
番
人
出
面
帳
、
そ
の
他
五
〇
点

◎

浦
上
家
文
書
　
（浦
上
次
郎
氏
所
こ

未
整
理
、
先
々
代
和
右
衛
門

（塚
原
村
初
代

・
五
代
村
長
）
記
録

（三
三
分
校
費
、
朴
木
事
件
結
局
マ
テ
費
用
取
調
、
等
）

先
々
代
宛
二
代
塚
原
村
長
高
井
茂
之
書
簡
、
先
代
和
右
衛
門

（塚
原
村

一
五
代

・
一
七
代
村
長
）
宛
六
代
塚
原
村
長
塚
本
謙

三
書
簡
等
多
数
、
点
数
不
明
、

◎

岸
与
三
平
文
書

未
整
理
、
大
正
・
昭
和
期
の
塚
原
村
議
会
議
決
書
、
予
算
書
等
、
約

一
五
〇
点

◎

高

井

源

四

郎

文

書

曾
昌

県
公
文
圭
日館
所
３

約
三
〇
〇
〇
点
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高
井
源
四
郎
は
、
富
山
県
会
議
員
、
塚
原
村
長
を
務
め
た
。

◎

塚

原

村

地

籍

図

薪

湊
市
教
育
委
臭

所

ｔ

寺
塚
原

・
松
木

・
川
口
宮
袋
入
会
地
の
字
別
地
籍
図
、
用
水
路
図
、
明
治
三
十
三
年
塚
原
小
学
校
増
築
平
面
図
等
約
五
〇

点
あ
る
。
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発

干J

l(【l

あ

た

っ
　
て

「故
き
を
温
ね
て
、
新
し
き
を
知
る
」

（温
故
知
新
）

平
成
九
年
三
月
、
新
湊
市
史
編
纂
委
員
の
、
山
崎
為
雄
先
生
を
中
心
に

「塚
原
の
歴
史
の
会
」
を
設
立
し
て
発
足
す

る
。
二
か
年
計
画
で
、
塚
原
の
お
寺
巡
り
と
古
老
の
話
を
聞
い
た
。
お
寺
の
過
去
帳
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
住
職
の
話
を

録
音
し
た
り
、
所
蔵
品
を
写
真
に
撮

っ
た
り
と
史
実
を
基
に
古
老
の
話
を
交
え
て
興
味
深
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

今
ま
で
に
、

「塚
原
の
郷
土
史
」
の
発
刊
資
料
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

一
、
塚
原
の
教
育
百
年
史
　
　
昭
和
五
十

一
年
九
月
　
編
集

（塚
原
小
学
校
創
校
百
年
記
念
事
業
協
賛
会
発
行
）

内
容
は
、
教
育
史
を
中
心
に
な

っ
て
い
る
が
、
村
史
的
記
述
も
入
れ
て
親
し
み
の
あ
る
編
集
に
な

っ
て
い
る
。

二
、
塚
原
と
庄
川
の
伝
承
史
　
平
成
四
年
二
月
　
編
集

（郷
土
文
化
の
再
発
見
活
動
　
塚
原
公
民
館
発
行
）

内
容
は
、
庄
川
と
塚
原
村
落
の
深
い
か
か
わ
り
を
ま
と
め
、
塚
原
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
記
述
し
て
あ
る
。

新
湊
市
立
塚
原
公
民
館
長

浦
上

幸
雄



あ

と

が

き

塚

原

公

民
館

を
拠

点

に

し

て
、

生

ま

れ

育

っ
た
郷

土

「
塚

原

」

を

も

っ
と
語

り

伝

え

る
資

料

が

ほ

し

い
と
立

ち

上

が

っ
て

二
年

有

余

の
月

日

が

流

れ

る
。

会

員

は

お

互

い
に
職

を
持

つ
関

係

か

ら

調

査

・
踏

査

に

お

の
ず

と
時

間
的

制

約

を

受

け

る
。

寺

院

に

つ
い

て
は
、

朴

木

の
青

木

山

覚

円
寺

・
宮

袋

の
禅

楽

寺

・
川

回

の
高

木

山

覚

正
寺

。
同

谷

昌
寺

の
三

ケ
所
寺

を

中

心

に
踏

査

し

た

。

訪

問

す

る
際

に
は

、

住

職

を
交

え

、
寺

の
家

譜

を
聴

き

な

が

ら
建

築

様

式

や
仏

像

の
由
来

な
ど

をヽ

調
査

し

た

。
後

日
資

料

に
基

づ

き

検

討

を

重

ね

た

。

調
査

を
終

え

て
な

い
寺

院

に

つ
い

て
は
、

計

画

を
立

て

て
訪

問

し

た

い
と

思

っ
て

い
ま
す

の
で

ご

協

力

方

お

願

い
し

ま

す

。
　

　

　

　

　

ヽ

計

画

に

そ

っ
て
調
査

し

て

い

る
う

ち

に
、

集

落

の
由

来

や

歴

史

的

な
事

実

が

次

代

の
若

者

に
伝

承

さ

れ

て
な

い

こ
と

に
気

付

き

、

急

き

ょ
年

寄

り

の
方

か

ら
村

の
伝

承

を
聞

く

こ
と

に
変

更

せ
ざ

る
を

え

な

か

っ
た

。

聞

き

取

り

調
査

は
、

公

民
館

や

古

老

の
家

に

五
～

六
人
集

ま

っ
て
も

ら

い
自

由

に

話

し

を
進

め

る
形
態

を

と

り
、

記
録

に

と
ど

め

る
よ
う

に
努

め

て

い
る
。

機

会

を

み

て
、

歴

史

的

考

察

を

加

え

、

「
塚

原

地

域

」

の
資

料

と

し

た

い
。

こ

こ

に
、

二
年

余

り

調
査

し

た

こ
と

を
中

間

発

表

の
形

で
発

刊

い
た

し

ま

し

た

の

で
、
皆

様

の

温

か

い
指

導

と
叱

責

を
乞

う

も

の

で
あ

り
ま

す

。
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